
【火災の定義】　「火災」とは、人の意図に反して発生し若しくは拡大し、
又は放火により発生して、消火の必要がある燃焼現象であって、これを消
火するために消火施設又はこれと同程度の効果のあるものの利用を必要と
するもの、又は人の意図に反して発生し若しくは拡大した爆発現象をいう。

火災を知る特
集



消防だより火の用心　　  ２

可燃物が燃え尽きて、燃焼が衰
退した状態。火の気がない状態。

燃

衰退期・鎮火

最盛期

建物の一部が燃焼している状
態。３～５分で天井に火が届き
ます。初期消火に失敗した場合、
すぐに避難してください。

建物全体に火が周り、あちこちから火
炎が噴出している状態。柱や壁の倒壊
等の危険が増大します。炎や放射熱に
より、容易に隣接建物に燃え移ります。

初期

中期

１分

３分

７分

５分

燃焼に必要な要素
として、右図の３
つがあります。こ
のうち一つでもな
くなれば、既に起
きている燃焼を制
御することができ
るのです。

燃焼の３要素

５分以上で天井裏に火が入ってしまい
ます。煙の色が白煙から黒煙に変わり
全体に火が回ろうとしている状態。

火災発生！

可燃性
　物質

火源

酸素

３　　　消防だより火の用心

予
防
係
長
　
宮
澤
修

　
火
は
便
利
な
も
の
で
す
が
、

気
を
付
け
て
い
て
も
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
て
し

ま
い
ま
す
。
上
記
の
「
家
庭
で
起
こ
り

う
る
火
災
」
の
よ
う
に
、
日
常
に
は
火

災
の
原
因
が
多
く
潜
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
原
因
は
、
日
ご
ろ
の
掃
除
や

気
遣
い
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。

　
自
宅
に
は
、
消
火
器
や
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
火

災
は
早
期
に
発
見
し
、
消
火
で
き
れ
ば

被
害
は
最
小
限
で
済
み
ま
す
。
消
火
器

の
位
置
や
使
用
方
法
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
作
動
確
認
を
し
て
、

家
族
み
ん
な
で

火
の
用
心
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

家庭で起こりうる火災

prevention of fire
火災を未然に防ぐには、火災原因を知ることがと
ても重要です。 十日町市、津南町の火災原因や
身の回りで起こる意外な火災原因を紹介します。

火災を防ぐ

過去５年間の火災原因 TOP5
※十日町市、津南町の平成 22 ～ 26 年合計値　

１位  ストーブ (11 件 )

２位  コンロ ( ９件 )

３位 電灯・電話等の配線 ( ７件 )

５位 火入れ ( ５件 )

３位  放火の疑い ( ７件 )

木材が長期間熱を受け続けると炭化状態になり、この状態
になると低温（１００℃程度）の状態でも木材に発火する
ことがあります。例：コンロ近くの壁材。風呂の煙突や暖
房のスチーム管に接している木材。

低温
発火

トラッキング
現象

コンセントやテーブルタップに長期間電源プラ
グを差し込んでいて、そこにほこりが溜まり発
火する現象です。

収れん
火災

レンズ状の透明な物体や反射物などによって、太陽光が一
点に集中され可燃物が発火することがあります。
例：金魚鉢や鏡、動物よけのために置かれたペットボトル。

火災のはじまりは
「つい うっかり」の

小さな火から始まる…

写真：火災調査の様子
灯油が関係しているかガス検
知器を使って調査している。

えっ！！

こんなことでも…

the scene of a fire
火災を知る

火災が発生すると、瞬く間に燃え広がります。
実際の火災写真をもとに発生からの変化を紹
介します。火災の怖さを知りましょう。

煙
の
広
が
り
の
速
さ
は
火
よ
り
も
断
然
速
く
、 

垂
直
方
向
で
は
人
が
逃
げ
る
よ
り
も
速
い
の

で
、
階
段
な
ど
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

火
災
で
は
火
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

先
に
煙
か
ら
逃
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

煙の速さは
水平方向で０．５m/ 秒
垂直方向では３～５m/ 秒
といわれています。

煙
の
怖
さ

※上記火災写真と時間経過は、必ずしも一致するものではありません。　

木造建物で出火から

最盛期まで約７分
➡火災の早期発見と
　初期消火の重要性



　
住
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
消
防
救
急

活
動
に
お
い
て
、
消
防
本
部
と
消
防
隊
・
救
急
隊

間
等
を
結
ぶ
消
防
救
急
無
線
は
、
全
国
の
消
防
本
部
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
消
防
救
急
無
線
は
、
現
在
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
電
波
法
関
係

審
査
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
28 

年
５ 
月
31 

日
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
当
消
防
本
部
で
も
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
通
信
の
秘
匿
性
が
向
上
し
、
救
急
搬
送
患
者
の
個
人

情
報
な
ど
の
保
護
強
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
当
消
防
本
部
で
は
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
の
一
環
と
し
て
、
主
要
無
線
機
器

等
を
配
置
す
る
「
城
山
無
線
局
舎
」
の
建
設
に
平
成
25
年
８
月
か
ら
着
工
し
、
昨
年
の
11
月
19

日
に
十
日
町
市
中
里
地
区
に
あ
る
天
尾
山(

通
称
：
城
山
）
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
消
防
本
部
管
内
の
中
央
部
に
城
山
無
線

局
舎
を
建
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
無

線
運
用
で
の
無
線
不
感
地
帯(

無
線
の
伝
達

状
況
が
悪
い
エ
リ
ア)

の
大
部
分
が
解
消
さ

れ
、
広
範
囲
で
の
無
線
運
用
が
可
能
と
な
り
、

円
滑
な
消
防
救
急
無
線
通
信
が
行
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
無
線
局
舎
工
事
に
際
し
て
の
、
地
元

住
民
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
尽
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
平
成
27
年
度
は
こ
の
無
線
局
舎
に
無

線
設
備
等
を
整
備
し
、
平
成
28
年
４
月
よ
り

デ
ジ
タ
ル
無
線
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
企
画
事
業
室
係
長
　
鹿
島
公
博

【
城
山
無
線
局
舎
完
成
】

　
　

　

城山無線局舎上空写真

十日町市・津南町
火災発生状況分布図

月別火災発生状況

　１月
　２月
　３月
　４月
　

　６月
　７月
　８月
　９月
１０月
１１月
１２月

　５月

２件
１件
１件
５件
　

３件
１件
４件
２件
３件
０件
０件

８件

面積
人口
世帯

㎢
人
世帯

建物 林野 その他

128.97
5,468
1,737

中里地域

３

面積
人口
世帯

㎢
人
世帯

建物 林野 その他

73.55
6,986
2,302

川西地域

２３

十日町地域

面積
人口
世帯

㎢
人
世帯

建物 林野 その他

212.77
39,090
13,728

５２４

火災統計

消防だより火の用心　　     ４

消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

平成 26 年の火災 30 件！
※数値は平成 26 年 12 月 31 日現在

面積
人口
世帯

㎢
人
世帯

建物 林野 その他

90.47
3,403
1,369

松代地域

２ １

面積
人口
世帯

㎢
人
世帯

建物 林野 その他

86.31
2,214
899

松之山地域

１１

面積
人口
世帯

㎢
人
世帯

建物 林野 その他

170.28
10,462
3,584

津南町

１４ １

十
日
町
地
域
消
防
本
部
管
内

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
・
津
南
町
）

無
火
災
記
録

　
100
日
を
達
成
!!

昨
年
10
月
22
日
の
火
災
以
降
無
火
災

が
続
き
、
平
成
27
年
１
月
30
日
に
無

火
災

100
日
目
を
達
成
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
「
火
の
用
心
」
を

　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
。
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０

０
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０


